
ついにAmazonが薬剤師の募集に乗り出しました。これをきっか
けに、薬剤のネット販売化が加速するのでしょうか。その一方、4月
の薬価引き下げによって国内大手11社の2018年度の売上が2,400
億円も下がる見込みであると発表。製薬業界にもついに逆風が吹き
始めました。これに対し、一部のメーカーでは薬価交渉などを手が
ける専門部署を設立したり、早期退職者を募集したりしてコストを削
減するなど、さまざまな動きを見せています。

景気の先行きは見えづらいもの。先日、街でケーキが1個600円、
パンが1個200円で販売されていました。「昔は、ケーキは200円で
パンは100円じゃなかったかしら？」と、物価の上昇を感じます。果
たして景気は良いのか悪いのか――よく分からないです。

最近、会社を経営している友人たちと経営の話をする時は、もっぱ
ら人材不足が話題。景気が良くないのか、薬剤師だけでなく社会全
体で人材が足りていないように感じます。

薬局の社長たちとの会話においては、「部下を少し叱ったら辞めら
れた」など人材の“質”の話がメインです。医師も弁護士も、免許を
取ったからといってすぐに稼げるわけではありません。どれだけ自
己学習を積み、プロ意識を持って人の役に立てるかによって給与は
変わってきます。薬剤師もそのプロ意識をしっかり持ち、人の役に立
ち続けてもらいたいと思います。
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